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Morphological identification and collagen
synthesis of periacinar fibroblastoid cells
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ゲン合成に及ぼすtranSforming growth factor Pl（TGFβ1）の影響を検討している。その結
果、
1）培養紡錘型細胞は、免疫組織化学染色で、α一平滑筋アクチン、ビメンチン及び非筋ミ
オシンに対する特異的な抗体で染色された。電子顕微鏡では、細胞質に発達した租面小胞体
及びマイクロフィラメントのバンドが観察された。2）その細胞質には、プロリルビドロキシ
ラーゼ、タイプ　プロコラーゲン、タイプⅢプロコラーゲン、タイプⅣコラーゲン、フイブ
ロネクチン及びラミニンが認められた。3）TGFβ1を投与すると、培養紡錘型細胞の細胞内
プロリルビドロキシラーゼが増加し、コラーゲン合成量が有意に増加した。
以上の結果は、膵腺房周囲線維芽様細胞を分離培養することで、この細胞が細胞外基質を
産生すること、また、炎症反応に起因するTGFβ1がこの細胞のコラーゲン合成を促進するこ
とを明かにしたもので、膵線維化の機序の一端を理解する基本的な研究で意義あるものと思
われる。よって、博士（医学）の学位論文として価値あるものと認められる。
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